
省

令

「
十
五
の
二

第
二
条
第
十
九
号
の
二
の
前
照
灯

第
百
二
十
三
号

」
を

「
十
五
の
二

第
二
条
第
十
九
号
の
前
照
灯

第
九
十
八
号

第
百
十
二
号

十
五
の
三

第
二
条
第
十
九
号
の
二
の
前
照
灯

第
百
二
十
三
号

」
に

改
め
る
。

第
三
号
様
式
中

「

第
二
条
第
十
六
号
の
乗
降
口
の
扉
の
開
放
防
止
装
置

」
を

「

第
二
条
第
十
六
号
の
乗
降
口
の
扉
の
開
放
防
止
装
置

第
二
条
第
十
九
号
の
前
照
灯

」
に

改
め
る
。

平成™˜年�月˜�日 金曜日 第œ˜˜œ号官 報
〇
財
務
省
令
第
五
十
五
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
財

務
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
七
日

財
務
大
臣

与
謝
野

馨

財
務
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

財
務
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
財
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
中
「
、
あ
わ
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
こ
う
り
ゃ
ん
、
き
び
、
ひ
え
」を「
そ
の
他
の
穀
類（
米
を
除
く
。）」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
四
十
八
号

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
四
十
一
条
（
同
法
第
九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
五
条
の
二
第
七
項
、
第
七
十
五
条
の
三
第
一
項
及
び
第
百
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
運

送
車
両
の
保
安
基
準
及
び
装
置
型
式
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
及
び
装
置
型
式
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
、
荷
台
」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
装
置
型
式
指
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

装
置
型
式
指
定
規
則
（
平
成
十
年
運
輸
省
令
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
の
表
中
「
第
十
七
号
第
七
改
訂
版
」
を
「
第
十
七
号
第
八
改
訂
版
」
に
、「
第
十

四
号
第
六
改
訂
版
」
を
「
第
十
四
号
第
七
改
訂
版
」
に
、「
第
十
六
号
第
五
改
訂
版
」
を
「
第
十
六
号
第
六
改
訂
版
」

に
、

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
装
置
型
式
指
定
規
則

第
五
条
の
表
の
改
正
規
定（「
第
十
七
号
第
七
改
訂
版
」
を
「
第
十
七
号
第
八
改
訂
版
」
に
改
め
る
部
分
、「
第
十
四
号

第
六
改
訂
版
」
を
「
第
十
四
号
第
七
改
訂
版
」
に
改
め
る
部
分
及
び
「
第
十
六
号
第
五
改
訂
版
」
を
「
第
十
六
号
第

六
改
訂
版
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）並
び
に
第
三
号
様
式
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
装
置
型
式
指
定
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）第
五
条
の
表
第
十
二

号
、
第
十
三
号
、
第
十
三
号
の
三
及
び
第
十
三
号
の
四
下
欄
に
掲
げ
る
車
両
並
び
に
車
両
へ
の
取
付
け
又
は
車
両
に

お
け
る
使
用
が
可
能
な
装
置
及
び
部
品
に
係
る
統
一
的
な
技
術
上
の
要
件
の
採
択
並
び
に
こ
れ
ら
の
要
件
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
認
定
の
相
互
承
認
の
た
め
の
条
件
に
関
す
る
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。）に
附
属
す
る
規
則
に
基

づ
き
行
っ
た
認
定
（
次
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
一
日
ま
で
は
、
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
装
置
型
式
指
定
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
五
条
の
表
第
十
二
号
、
第
十
三
号
、
第

十
三
号
の
三
及
び
第
十
三
号
の
四
下
欄
に
掲
げ
る
協
定
に
附
属
す
る
規
則
に
基
づ
き
行
っ
た
認
定
と
み
な
す
。

第
三
条

旧
規
則
第
五
条
の
表
第
十
二
号
、
第
十
三
号
、
第
十
三
号
の
三
及
び
第
十
三
号
の
四
下
欄
に
掲
げ
る
協
定
に

附
属
す
る
規
則
に
基
づ
き
行
っ
た
認
定
（
横
向
き
に
備
え
ら
れ
た
座
席
又
は
折
り
畳
む
こ
と
が
で
き
る
座
席
を
有
し

な
い
自
動
車
に
備
え
る
特
定
装
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、
新
規
則
第
五
条
の
表
第
十
二
号
、
第
十
三
号
、
第
十

三
号
の
三
及
び
第
十
三
号
の
四
下
欄
に
掲
げ
る
協
定
に
附
属
す
る
規
則
に
基
づ
き
行
っ
た
認
定
と
み
な
す
。

附
則
第
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

削
除

附
則
第
五
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
経
過
措
置
）」を
付
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
次
に
一
条

を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
七
条
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し

た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
日
か
ら
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
臓
器
の
移
植
に
関
す
る

法
律
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
、「
第
六
条
」
と
す
る
。

３

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
場
合
に
該
当
し
て
い
た
場
合
の
眼
球
又
は
腎じ

ん

臓
の
摘
出
、
移
植
術
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
の
眼
球
又
は
腎じ
ん

臓

の
処
理
並
び
に
眼
球
又
は
腎じ

ん

臓
の
摘
出
及
び
摘
出
さ
れ
た
眼
球
又
は
腎じ
ん

臓
を
使
用
し
た
移
植
術
に
関
す
る
記
録
の
作

成
、
保
存
及
び
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け

る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
検
討
）

５

政
府
は
、
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
死
亡
し
た
場
合
に
当
該
児
童
か
ら
臓
器
（
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
第
五
条

に
規
定
す
る
臓
器
を
い
う
。）が
提
供
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
移
植
医
療
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
者
が
そ
の
業

務
に
係
る
児
童
に
つ
い
て
虐
待
が
行
わ
れ
た
疑
い
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
及
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
の
方
策
に
関
し
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

š


		2009-07-16T15:08:48+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




